
特集　令和５年度　白石市決算

病院事業

○令和５年度に市の病院事業で実施した主な事業
　令和５年度は、施設改良事業として、12月から３階病棟の床の更
新工事に着手し、令和６年６月に完了しました。また、１階受付ロ
ビーの照明についても令和６年３月にＬＥＤ照明に取り換える工事
を実施しています。

▲ ＬＥＤ照明に改修した１階受付ロビー

令和５年度 令和４年度 比較

平均病床稼働率 74.53% 56.47% 18.06ポイント

１日平均入院患者数 113.3 人 85.8 人 27.5 人

救急患者受入件数 3,011 件 2,553 件 458件

　経営形態が変更となった令和５年度は、救
急患者の受け入れの増加や整形外科手術の再
開など、指定管理者による積極的な取り組み
により、病床の稼働率が令和４年度と比較し、
大幅に増加しました。

○令和５年度の運営状況

　収益的支出には、主に基本協定に基づく指定管理者への委託料や交付金、減価償却費や借入金の利息
償還金などを計上しています。また、資本的支出には、借入金の元金償還金や施設整備費を計上しており、
令和５年度は、令和３年度に借入を行った特別減収対策企業債の繰上償還を実施しました。

○令和５年度病院事業会計決算の収支状況

一般会計からの
繰入金

8億9,387万円
減価償却費等
2億9,691万円

委託料、交付金
などの経費
5億5,551万円

その他負担金など
5,467万円

長期前受金戻入
1,692万円

借入金
4,830万円

施設整備費
495万円

純利益
1,587万円

支払利息 9,717万円

一般会計からの
出資金

11億9,519万円
借入金の返済
（通常償還分）
6億387万円

借入金の返済
（繰上償還分）
8億7,170万円

不足額
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収益的収支（消費税抜き） 資本的収支（消費税込み）
収入 9億6,546万円 支出 9億4,959万円 収入 12億4,349万円 支出 14億8,052万円
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問都市創造課スマートインターチェンジ・企業立地推進室　☎26-8884

▲（仮称）道の駅しろいし整備事業　配置図

▲着々と進む造成工事（令和６年６月撮影）

◆令和６年９月27日に事業契約を締結
　本市では、令和５年12月25日に募集要項など
を公表し、（仮称）道の駅しろいし整備運営事業
者選定委員会での審査結果を踏まえ事業者を決定
し、株式会社しろいしグロウパークと事業契約を
締結しました。
　今後は、株式会社しろいしグロウパークが設計・
建設から維持管理・運営までを一括して進め、令
和９年７月の開業を目指します。

◆着々と進む造成工事とイメージパース

て、交流人口の拡大や既存の観光施設と連携した
周遊ルート形成など、観光をはじめとした地域産
業の活性化を図るとともに、城下町としての街並
み、受け継がれてきた歴史、伝統、文化、蔵王連
峰をはじめとする美しい景観と豊かな自然など多
世代が健やかに暮らしやすい環境にも恵まれた、
これら白石らしさのさらなる魅力を向上させ、本
市の未来に向けて、持続可能な地域社会を構築す
ることを目的としています。

◆（仮称）道の駅しろいし整備事業について
　（仮称）道の駅しろいし整備事業は、令和２年
10月に事業化された（仮称）白石中央スマート
インターチェンジに隣接する敷地を活用して、道
の駅と防災公園（スポーツ・レクリエーション施
設）を一体的に整備・運営し、人々が交流する拠
点としてだけではなく、都市防災、中心市街地と
の連携などにも寄与する中核的な場の形成を目指
すため整備を行うものです。
　また、市民の健康増進や生活の充実を起点とし
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　公立刈田綜合病院は、経営形態の見直しに伴い、令和５年４月１日公立刈田綜合病院は、経営形態の見直しに伴い、令和５年４月１日
から白石市立の病院として指定管理者制度を導入し運営をスタートしから白石市立の病院として指定管理者制度を導入し運営をスタートし
ました。ました。
　運営に係る経費や診療に伴う収入は、指定管理者の会計となること　運営に係る経費や診療に伴う収入は、指定管理者の会計となること
から、市の病院事業会計では、一般会計からの繰入金を主な財源としから、市の病院事業会計では、一般会計からの繰入金を主な財源とし
て、指定管理者への委託料や交付金の支払い、白石市外二町組合からて、指定管理者への委託料や交付金の支払い、白石市外二町組合から
引き継いだ借入金の返済などを行っています。引き継いだ借入金の返済などを行っています。

▲（仮称）道の駅しろいし整備事業　イメージパース
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